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[ I ］社会問題から社会構造へ
昨今の社会問題は打つ手がなく慢性化しているようだが、それこそが最悪の
社会問題というべきである。いうまでもなく、対応にあたる専門家側の忙殺状
況は看過できない。しかしそれが開基要因であるはずもない。近年、生活上の
虚飾と難渋の重合体が専門家側にも市民と同じく巣食って、謂わば現代人の未
発病巣となっており、それゆえに社会問題は手の施しょうがないのだ、と推論
する。それで、も市民は、流れに身を任せるのが一番だ、と聞き直るよりはむし
ろ、限りある余力の貢献に戸惑いつつも努力している。結論を一部先に云え
ば、かかる重合体は社会生活における協働感覚の希薄さに通じ、その病根は
人々の社会的存在条件の低劣さ、そして社会構造の分極化、に外ならない。そ
こへ理論的考察の照準を合わせ市民的実践に手掛かりを与えることが社会学の
課題だと強調したい。とまれ、しばらくは地域の教育問題に絞って考えてゆこ
つ。
「周辺の中高生がグループで夜昼なく悪さをするので、近くで腰を据えて教
育に当たってもらえないか、もちろん道場は作って差し上げます」と大都市近
郊の地主が頼み込んできた話を空手師範から聞いたのは十年くらいまえだ、っ
た。 「学校の先生たちは家庭訪問をしないし、お巡りさんたちもパトロールを
心掛けるというだけだ。放置の立派な理由を聞かされるのはもう十分だjと。
その後、当地に分支部を置くだけの余裕が全くなかったらしく、話は途絶え
たのだが、最近、幾っか似た話がメディアから伝えられている。いま考えると
惜しいことだった。かりに途中撤退の場合でも、生徒たちへの対応が強圧的で
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なく丁寧だったら、事態が一層悪化することはないだろう。それゆえ敢行して
いたならば価値ある挑戦となったと思う。
もちろん、初めの半年くらいは、交替でも 2、3人は常駐させ24時間態勢
で臨まなければならないだろう。しかも、空手の指導よりも勉強や悩み事での
カウンセリングや親とのコミュニケーションなどのほうに比重が掛かるかもし
れない。そんな世話にも跨踏しない人材の確保も覚悟すべきである。そのうえ
少なくとも、新たな採め事を懸念しがちな周囲から一応了承を取っておく必要
がある。日常的に繰り返される小さな事件群に対処しているなかで、師範側は
孤立し、また問題生徒たちと一緒に扱われかねないからだ。
にもかかわらず、挑戦は可能だったとも考えている。なぜならば、社会教育
に尽くすことも修行のうちだから、それにも精進せよと云って、師範は自己の
厚い信頼から他道場にも動員を掛ければ、多くの有能な道場生による連携プ
レーを当てにできる。決断すれば話が一転していただろうからだ。もちろん現
実は師範に不利に見える。そもそも空手の稽古は本人のためのもので、専一的
な自己投資が常識であるのに、社会教育のための連携プレーを承服することは
過重な逸脱になるからだ。敢えて勧めれば師範は信頼の浪費に、道場生は効率
感覚とのジレンマに苦しんだことだろう。
しかし効率感覚の強調は卑近すぎる。ここで、社会教育に参加するボラン
ティア精神を協働感覚が支えるものとする。そうすれば当時、道場生には協働
感覚の具有が要請されていたことになる。そこで、効率感覚と協働感覚との両
立可能性、さらには相乗効果に注目し、そういった視点からも検討しでもよ
い。すなわち、社会的縁や紳を大切にする協働感覚が既に道場生に芽生えてお
り、雰囲気となって漂っていたならば、そのことは稽古に自明な効率感覚を揺
さぶり、連携プレーのジレンマを緩和していただろう。
協働感覚の雰囲気を察知した師範も、効率感覚の利己的匂いと対極にありそ
うな協働感覚について講話していたかもしれない。すなわち、協働感覚とは、
異世間に入り込んでゆき自己と世界をより深く見つめ直すための感性だ。浅い
協働感覚は世間を狭くし稽古で突き当たる壁を高く見せるから、かかる感覚こ
そ効率の元基なのだ。身につけるべき感覚の深浅は教理の習熟度でなく生き様
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の自律度の反映である。また、深い感覚が導く社会活動は、生徒たちの行状に
ついての先入観の反省と原因の探求へとゆき着くはずだ。パトロール補助や相
談サービスに終始することは眼目でない、と。
むろん、協働感覚は社会の要件だとか人間の品位だとか、師範はそこまでは
語らなかっただろう。結果は残念なことに、協働感覚の醸成は未だしだ、ったの
だ。地主の提案と師範の善意に対し、敢えてさらにいえば効率感覚にも、時代
の気運は冷淡だった、というべきだろう。協働感覚は効率感覚を基礎づけるが
時代傾向には弾き出される、という三項の不等式が成立するようだ。ここでは
むしろ、時代の逆風に抗してまでも、深い協働感覚から責任の回避を嫌う一部
市民の情熱や知性の大切さを認めておきたい。傑出した宗教家や篤志家だけで
なく、 一般市民のなかの清貧な情熱市民たちにも敬意を払いたいのである。
かさねて情熱市民の理念的意義を主張することになるが、もしも件の生徒た
ちの問題が目立たずに潜在化していたらどうだ、ったか。かりに彼らの背後に有
名人や有力者の子女たちがいれば、問題はそうなって深刻化するだろう。さら
に、かかる子女ら自体についても三々五々、組織のもとに交流していれば、溜
り場や催し会場、金、車、薬、知識や情報などが内密化されることで、問題は
一層隠蔽されがちになり、大事件とならなければメスが入らないだろう。した
がって、顕在化している問題に立ち向かい、問題の潜在化を食い止め、また事
件の波及を抑えるために、やはり市民による、問題を放置しない社会的雰囲気
づくりが不可欠だと思う。その努力が協働感覚に発することは云うを待たな
＂、0
それでは、市民の主体的な協働感覚の枢要性を主張したところで、実際にそ
の協働感覚が時代に拒否されず文化的に浸透してゆくかどうか、その現実的可
能性について考えてみよう。なぜ当時、その協働感覚が時代に迎え入れられな
かったのか、それなのに、最近は地域教育の問題に関しでも、ボランテイア・
グループやNp Oなどが活動し、協働感覚が注目され始めているのはなぜか。
ここにひとつの経済社会学的な説明がある。それは、当時の拒否傾向につい
ては経済不況への填まり始めを、最近の歓迎傾向については経済の長期低迷と
か社会不穏を、持ち出す単純な説明であるが、協働感覚の取捨両面に通じるの
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で判然としない。協働感覚の文化的浸透化はもっと棲雑な説明を必要とする。
かかる浸透化を、分断された世間の並存体である嘗ての共同体社会の残浮の復
活構制に直結させる社会学者はいない。共同体に似て非なる共生社会の構築と
それに相応しい感性の育成を力説する。しかしそこからの理論的な掘り下げも
展開も見聞しない。
協働感覚に支えられる社会活動の進め方に関しては豊富な着想が湧出してい
るだろう。たとえば、多様な活動を繋げ分担しあう総合化方式は煩雑だ、が、連
携が巧ければ、定番の単一メニュー方式に特徴的な内部閉塞と視野狭窄からは
解放してくれるだろう、などと色々工夫はできる。しかしここではそもそも、
そういった数多の工夫の効果や、前述した時代の風潮や情熱市民の初動的献身
に影響する、より基底的条件が存在するのではないか、という発想を重視した
い。人々の協働感覚の養生と浸透を左右する基底的条件は何か、と思考すべき
だ。すなわち、協働感覚が育って、然るべき社会的雰囲気づくりが順調にゆく
かどうかは、何よりも人々の社会的存在条件に依存している、という大前提を
理論的触媒として置き、かかる存在条件の探索へと研究を転換、定位すべきで
ある。
ここで冒頭にかえって、人々のかかる社会的存在条件は、社会問題の渦中に
いる加害者や被害者に対してであれ、社会問題に対応している専門家や市民に
対してであれ、生活基盤となってまさに根源的に作用し、無意識のうちに態度
と行動を揺すっているのである。それゆえに社会的存在条件は基底的だ。悪し
き社会的存在条件によって人々は深く虚飾と難渋の重合体を抱え込むようにな
り、社会資本としての協働感覚からの引き上げが加速度的に進行する。あたか
も社会銀行の取り付け騒ぎのような自己破壊サイクルである。このような日常
生活を体質とする社会は、それ自体、社会問題の種を播いたり、芽を摘まな
かったり、温床にまでなったり、と問題含み状況なのである。
そこでまず、人々は協働感覚への社会的存在条件の影響について覚醒し、日
頃の態度と行動への影響知何を客体視することが大切である。しかし影響への
認識は濁りがちだ。自己の近似した社会環境への埋没傾向のために、近辺描写
は過剰に細かく、存在条件の異なる世間との比較思考は持外のようだ。異なる
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存在条件には異なる協働感覚が照応するかもしれないという想像はない。眼前
の存在条件と協働感覚のセット以外のものを追求する代替思考は難しい。した
がって、存在条件についての改編思考は極めて閉塞的だといわざるをえない。
しかも、たとえば存在条件の関与が明白な事件などによって、そういった思考
は、可能となったときでも錯雑であり、そのまま人々を雑多な応急処置、対処
行動や改編行動に誘いがちなため、広角からの透徹した理論で導かれた改編プ
ログラムによる若干の示唆がなければ到底、悪しき温床状況の好転は望めな
v'o 
それゆえ、協働感覚についての基礎付けのための理論的考察と基礎づくりの
ための実践的設計を広く提示する困難な課題が生ずる。多くの異なる社会環境
の相対視と軸抽出に慣れた誰かが、おそらくは社会学者が、その難題を背負わ
なければならない。理論と設計は現況批判に留まらず代替社会を実際に企図す
るものだ。もちろん社会学者もまた、かかる存在条件の生活基盤のうえにいる
からには、明確に思考し企図できるとは限らない。そこで自己超越の限界を目
指して、多様な視点を探索し比較できるように視界の開放化技法を磨き、限界
視界（視界の縁）と存在条件との相克地点まで自己を追い込まなければならな
い。理論のみならず設計についても視界の二次化を目指さなければならない。
ここで実践的立場についていえば、監視と措置の制度的な態勢強化への疑
問、ボランテイア中心による政府・自治体などからの積極的な自律、がそれで
ある。すなわち、かかる存在条件の慎重な分析が先に進められ、それを手掛か
りとして実践的に成果が上がり始めれば、市民社会の脆弱さの謎が従来とは別
の角度から盛んに検討されるだろう。そうなれば、先生やお巡りさんなどの専
門家の大幅増員化を見直す機会が生まれるだろうし、半官半民方式という常識
は再考されるかもしれない。速効性を重視した専門家への依存に慣れる恐れよ
りも、誰でもが複種の専門家となってシェアリングしあう楽しみのほうが現実
的だろう。学校でのボランテイアの点数化などは、力みすぎの経過措置だ、っ
た、と笑えるだろう。かかる存在条件の追究と整備を背景とした市民による協
働感覚の育成化こそが社会学の本務なのである。
かくして端的には、社会問題の解消化は人々の協働感覚を軸とした代替的協
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働社会への指向を必要とし、その協働社会の構築は社会的存在条件の向上を必
要とする、という立論に到った。さらにここで、存在条件の改編はそれ自体を
包含する社会構造と、社会構造と連接しがちな権力構造の改編も必要だと付言
しておきたい。
そこで本論の次第は、まず現況の理論的考察として、権力構造、社会構造、
社会的存在条件、協働感覚、社会問題の連関についての分析を前段（マクロの
ミクロへの染み込み）とする。社会的存在条件に対して今日的意義をもっ分析
が中核となる。それから代替社会への実践的設計として、社会的存在条件、社
会構造、権力構造の改編についての定位を後段（ミクロのマクロへの練り上
げ）とする。協働社公への代替社会構想、フ。ログラム、および代替社会改編トラ
イアルが提起される。つまり代替的協働社会への理論的かっ実践的展望のなか
に社会問題の解消化を織り込むことが社会問題への正当な接近方法なのだ。
ところでこのように、社会構想や社会改編の対象として全体社会を扱うと
き、個々人の営為は無視できない。すなわち、そのときマクロ社会学者でさえ
も、個々人の人生の模様と企図というミクロ観点に注目せずにマクロ観点のみ
から作業することは内実困難だ、とまず、断っておきたい。外観上容易に見える
ときでも、作業誘因として、研究者自身の素朴な感慨の外に、特定の人物類型
や高度に抽象化された人間像が禁欲の網を掻い潜って滑り込んで、いるものであ
る。しかしまた、詳細すぎる人生に着眼した作業の混乱も避けなければならな
い。それからいうまでもなく、通時的な観点からの作業でなければならない。
そこで、相当に錯綜した全体的連動過程への把握が要求される。それゆえ、
把握の開示のほうは簡単に通じるような説明でなければならない。そのために
便利なのがミクローマクロ・リンク（通時的な社会と個人の連関の総体）図式
である。長すぎない区切られた期間における社会と個人の交絡過程について、
一方で全体社会の構造を展望しつつ、他方で個々人の営為に注視しつつ、社会
の再創造と個人の主体化的投企であれ、社会の再生産と個人の標準化的抑圧で
あれ、その動向、始終を概略的に表示するものがそれだ。その積極的使用は、
かかる交絡過程に対し、個人の社会への総和（簡単な不適例は選挙の投票総数
と議席数との不一致とか漁夫の利）や社会の個人への還元（同じく社会風土と
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君主や貴族の気風との不一致）といった単純変換の強行でなく、社会と個人の
相E翻訳、さらに両者の二重創発という複合編制の読み込みを可能にするので
ある。
[I］ミクローマクロ ・リンク図式における協働社会のプログラム
とトライアル
( 11）ミクローマクロ・リンクの方法論的意義と地域社会への期待
社会とはここでは、社会唯名論の立場から、現在の間接的な関係だけでな
く、掘り起こされた過去や投射された将来のような遠い関係にもある、大勢の
人々の個体的、相互的、集団的、集合体的な営為に対し、特定の個別具体から
代置可能な抽象へと一般化して作られたイメージということにしたい。諸問題
を議論する当事者集団ごとにも多数存在する社会像についての共約のひとつの
試みである。それは文化、人種、階層、世代、性差といったマクローカテゴ
リイに共属する。人々の社会イメージ内容は、各々の社会的存在条件を基底と
して、親近者、権威者や有力者の影響を初期的には受けやすく （初期社会
化）、社会像の類型は推定しやすいが、自省による二次的改編の機会を考慮す
れば推定は簡単でない。しかし長期にわたる偶発性のみが重大なときもあるだ
ろう。
また個人とは、時空的に限定され役割担体だけの存在でなく、常に自己対象
化と投企の可能な意識を有する実存主体ということにしたい。かかる主体は無
指定や過規定、矛盾などの社会化の穴に対して感応、苦悩しつつ、広く社会化
総体への再構制にまで着手しうるだろう。個人を要素とする相互行為やコミュ
ニケーションについては、具体的あるいは抽象的主体性を排除、封殺しない定
義のほうがミクロとマクロの交絡に関する不確定性の考察への挑戦に有効だと
考える。
以上の定義から、個人の少なくとも意識は自己超越して、広く深い全域的な
作用が可能だから、個人はマクロ特性も具有しうることになる。しかしミクロ
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の絶対基点は個人である。そして、複数の個人からなる相互行為は（儀礼でな
ければ）複雑な可能性が一層大きく、相対的にマクロといいうる。相互行為に
比べて、集団は （形骸化していなければ） 一層マクロで、社会もその一種であ
る集合体は同じくさらに一層マクロでありうる。相互行為は集団に比べてミク
ロというように逆にも辿ることができる。
きて改めて、ミクロ マクロ・リンクの方法論的意義はどこにあるか。かか
る究極的意義は、社会改編すなわち、変更としてであれ、維持としてであれ、
社会制御が指向されるときに取り沙汰されるべきである。社会の精巧な記述、
複雑な人間分析も社会制御の脈絡に連接する限りで、ミクロ マクロ・リンク
の方法論を論ずるのが社会学だろう。ここではそれを前提としたい。しかしそ
のうえでの第一意義は、ミクローマクロ・リンクの方法論に必然的に付随する
謂わば海図としての簡便さ、総体的表示能力なのではない。
じつは、その方法論に依拠する者に対して、個々人の営為の発散（混乱）も
集約 （連携）も含み、不確定でもありうる個人の主体性、それ自体を重視した
社会制御を指向させることこそが第一意義である。なぜならば、全体社会が、
杜会構造のもとで個々人の社会的存在条件を媒介にして個々人をそのまま貫徹
し続けるならば、したがって、個々人の主体化的反転による社会変動の可能性
が微塵もなければ、その方法論の独壇場は消し飛んでしまうからである。
しかし社会制御における個人の主体性への肩入れには慎重でなければならな
い。というのは、 一方、社会計画の権威的な専門家たちは全体社会的立場か
ら、たとえば経済政策を核とした幾つかの政策体系を統合的に編制し、他方、
情熱市民たちは多様な立場から、個々人の多様な生活実態の改良を目指す市民
トライアルを散在のまま企図するだろう。そのとき、全体社会的立場が生活実
態的立場を弾くのは徒労である。抗争しあうよりは補完しあうほうがよい。や
はりでは、知何にして生活実態的立場が広く浸透しうるのか。つまり個人の主
体性への加重は権力構造の領域に議論が拡大しやすいのである。ここでは社会
構造の領域に残って検討しておきたい。
すなわち、全体社会的立場と生活実態的立場が、おEいの意図せざる幸運な
結果は別として、正しく馴染みあうのは知何にしてか。戦略的な政策体系と生
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活向上の散在トライアル、両者が併存するのでなく、前者への後者の吸い上げ
でもなく、相互浸透することが望ましい、と考える。まず全体社会的立場とは
何か。それは社会的権威者たちの海外戦略、文化戦略が中心であって、それら
に寄与、補足する限りで、生活実態の広範な社会調査が利用される。かかる立
場は、市民トライアルの遂行を不発化するような阻害的枠組みすら編制しかね
ないだろう。
それから生活実態的立場については、分配されたパイの大きさへの執着から
パイの味への興味が重視されて久しいが、その内容は区々であり、たとえば
「環境保護と障害者支援」ゃ「Np OのNp O」も含め雑多なライフスタイル
が広がり始めている。トライアルがプログラムへと結集していないし、プログ
ラムがトライアルを創出していない、のが現状だろう。
そもそも両方の立場は、その依拠する社会的存在条件が多少重なっているだ
けと思われる。両者の包括的視点が確立し実際相互浸透するためには何より
も、両者が同ーのテーブルに就いて忌↑車なく相互批判を交わしながら理解しあ
うことが要件だ。かかる理解は社会が複雑だからといって放念すべきではな
い。しかし要件ほど実現も大変である。海外事情や国内経済の近年の変貌は理
解の推進に両義的だろう。それらのなかで両者を接近させうる部分は有効であ
るが、両者の障壁となりうる部分は刺激すべきでない。
やはり、両者による生活実態への共感が理解にとって不可欠だろう。しか
し、社会的存在条件は、個々人が感情混じりに認知する生活実態マップに偏差
を生み、それは相Eに遠いほど粗〈、近いほど細かくなるので、生活実態の共
感はホンネでは容易でない。また、社会的存在条件は社会的想像力も社会的交
結も、そして社会像も制約する。一定の努力が期待できる人々を除けば、討論
や協議は多忙や不慣れで無理だろう。立場が違えば、近隣での話し合いのほう
が余計難しいだろう。
したがって現実的対応としては、社会の全域だけでなく、広く他の局域にも
根を張り連携する局域にも目を向けるべきである。具体的には、社会的存在条
件に影響され尽くすことのない社会的想像力の卓越した専門家や情熱市民が集
合しうる、全国的あるいは姉妹的連携の地域社会、日頃から世間どうしの断裂
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が深くないため、異なる世間の人々の単なる出会いだけでなく交結までもが存
在しうる同様の地域社会、 そこに着眼したい。
(112）ミクロ ー マクロ ・ リンク図式の展開としての社会状況過程分析
1.ミクロ ー マクロ・リンク図式における骨組み
ミクロ ー マクロ ・ リンクを社会状況過程の主要形態のひとつに位置付けた
い。 長すぎない適当な一定期間を選び3区分し、メゾを挟んでミクロとマクロ
との間での同時的な作用、反作用を時間を前後させ、先取りの流れは無視した
ままで表記すると、社会状況過程分析のためのワンセットができる（図1 ）。
この時間と水準で張られた図式が基本である。標準的なワンセットはないが、
［マクロ・時間i Jから始まって［ミクロ・時間k］で終わる社会潮流を図示
するのがよいだろう。
時間i 欄j 閥k
一社会技況（始発過程｝一一一一一一社会読況（断過程）
一一 一社会抗況（飾過程）
マ�D--ぅマ9日
＼ ノ ＼
＼ ノ ＼
ミ知一一一争ミ知 ミタ日
（図1) 齢制過程（ミ知 ・ マ如· •J!I’）姉仰ンセヲト
2.ミクロ ー マクロ ・ リンク図式における始発過程と終着過程
それでは社会状況過程分析の実際の一歩として、この図式の始発過程と終着
過程に何を貼りつけるか。 「日本的後期資本主義体制〈混迷〉」という［マク
ロ・時間i Jから始まって、 「人生模様『自由な構築J Jという［ミクロ・時
間k］で終わるのをワンセットとしたい。 暗から明へのワンサイクルである
（図2）。 つぎに、一方順よく［メゾ ・ 時間i Jから［ミクロ ・ 時間i Jへ水
守夕日
対 メゾ 対
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（時間 i) （開j) （閥k)
跡的強制粧語体制｛践｝
、 、
? ?
引一ータ＼
／ 対
メゾ ィ河
対一一み f r斗一一一一一一一」
｜λ蛾様I帥S構築JIミ如
（図2) 社会抗況過程分析1
準下降し、そして他方逆に［メゾ・時間k］から ［マクロ・時間k］へ水準上
昇して、各々の状況が推論されて埋められてゆく （図3）。
3.ミクローマクロ・リンク図式における媒介過程
中間のこの過程に知的冒険として何を置くか、それが創発化を弾力的に見い
だしてゆく鍵となるだろう。いわば始発原因と終着結果に挟まれる形ではある
けれども、可能な過程は幾つもあり、そのなかから個々人の主体化的反転の契
機が現実的に想定され掬い上げられる（図4）。社会潮流の引継ぎの特徴は始
発原因が両義的な結果を伝えているということである。
すなわち、 ［メゾ ・時間 iJの 「社会階層の 〈分極化〉」がすでに［ミク
ロ・時間 iJの「人生模様『融通化J/ ｛窮屈化＞Jとして両義化しており、
これが［メゾ・時間 jJの近辺に「 f情熱市民jの輩出／ 〈社会問題〉の慢性
化」として反映している。これらの複合状況の媒介過程での着床と成長は、
「代替社会構想U、 「協働感覚」の養生のための「地域総合トライアル」を含
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｛開 i) （欄j)
マ9日
メゾ
ミ知
（図3) 社会読況過程骨折2
（開k)
日本的制資本主義体
f柑i
｛協量的分華社会｝
む 「地方化都市改造プログラムj、 「政策転換」などまで、好意的な側面に
限って水準上昇している。ただし［時間k］では何れの水準でも結果が割れて
表現されている。協働社会の改編プログラムが）I質、逆の重い二効果をもつこと
をこの時点以前では複雑すぎるので示していない。
[Il］再定義された社会的存在条件と社会問題への基底的影響
( 111）社会的存在条件の再定義と新社会階層論 ：威信地位から経費地位ヘ
社会学のミクローマクロ・リ ンク理論における協働社会の構築プログラム 25
｛時間 i) ｛帽j) ｛欄k) 寸
功目｜｜跡的盛期資本主義体 日本的側資本主義体
I輔j
事、｝
ミ9日
健過
｛齢的骨量社会｝
／｛側tl{t)
（帥的分業社会）
r・ーー ー ‘ー ・ーー司司 E・
（図4) 社会話況過程骨折3
社会的存在条件の個々人への帰属を術語化したのが社会的地位である。社会
的地位といえば、社会的威信の重視から少し離れて、特別に価値のありそうな
水準は除き、職業や学歴は一旦無視することも必要である。なぜならば、家計
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に近年、圧倒的猛威を振るい続けているのは基礎生活費用 （税金・公的保険
料 ・年金掛け金・公共料金・運賃・伝達費用 ・住宅ローンと教育ローン）、つ
まりは経費である。その重さは回避することができない。それをやれば一層事
態が悪化する。社会的威信をあげつらう余裕が全般的に失せてきたようだ。い
うまでもなくとりわけ上記、 二大ローンは特筆に値する。ここでは人がどのよ
うな住居形態で生活を営んでいるかはその人の所得と経費に照応するだろうと
考え、住居形態に注目する。すなわち、借用 ・所有、集合・個別、ローンの有
無、などで住居形態を8種類に区分けして、最終的には4型 （A/B/C/
D）に整理した（図5下） 。
そこで、新たな社会的地位として経費 （少ないほど高い）を取り上げ、それ
と所得を新たな社会階層の二軸としたい （図5）。 ここで、子の世代に対して
は、親の世代にも増して、かかる存在条件が基底的威力を発揮するだろうこと
を理論的に確認しておきたい。すなわち、所得の多い、少ないは人生の目標の
設定が硬直的か、弾力的かに係わり （一応購買能力は大多数がもっているとい
う前提）、 経費の少ない、多いはその手段の維持が安定的か、流動的かに係
わっている、と考える。
(112）新社会階層論における社会移動と社会変動
新社会階層上での住居形態の変化が、子がイエを出てアパートから自立生活
が始まり、やがて高額のローンを組み、返済生活を余儀なくされる、というよ
うな世代内の社会移動に沿ったものが読み取れる。C型 （c2）からA型（al、
a2）へ、つぎにB型 （ここではbl、b2、clに注目）へ、それからC型 （c2）へ
回帰するのが、思い描きやすい嘗ての典型コース （図5）だろう。もちろん他
のコースも色々と読める。 [C2］は出発点の住居形態よりも多い所得に照応し
ているが、これは一種の理想である。
さて、以前と現在とで住居形態の分布の変化をラフ ・スケッチしてみよう
（図6）。 それは社会階層の変動からみた社会変動を意味する。戦後、所得は
多くなり続けて今は減り気味、経費は多くなる一方だが、軸の尺度を気にしな
いでみてもらいたい。顕著な変動はC型が減ってB型が増えたという印象だ。
社会学のミクロ マクロ・リンク理論における協働社会の構築プログラム 27
所得｛多｝ D 
硬直的
__ j＿ヲd
¥:1V 
弾力的
経費（少）
（図5) 社会開：住居憾の変帥肋脱会8蜘ー倒
a：借用（集合・戸別）
al：跡、 a2：適盤、 a3：高額
b ：所有（集合）
bl：錦、 b2：競
c：所有（戸別｝
cl：舗、 c2：完済、 [C2］：理想
d：邸宅
」?
? ?? ?
??』????? ????
??
?
?
?
?
』
A型IC型
a 1a2 I [C2] c2 
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それで、 B型が相対的多数までになれば、住居形態にウエイトを置いたライフ
スタイルの一種の社会的標準、価値対象にもなりろる。
DI 
?
? ? … ? ? ?
I（少｝
く現在〉
???
?
。
所帯（多｝ 。 ?
社鋪It鵡：帥社鉱鮒る住宅形駒姉tCIヘ雌鵬行（図6)
ところが、 B型は社会的交流に関して、それ自体が多忙のため窮屈な生活時
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聞の遣り繰りの毎日であって、そしてB型が分布上かなり多数だとすると、そ
れらの交互作用のため尚一層内開化しやすいだろう （P.ブラウのヘテロジニ
ティ係数）。したがってその領域からの短期脱出に対する、人間関係からの誘
因は乏しいだろう。しかしB型は、経費が嵩んでも、 D型のよう な確実なお金
持ちではなく、不安定なので厄介だ。C型には逆の特性が読み取れる。後述す
るように（il4）、 その特性に社会改編の起動的営為と、その拡延のために多様な
世間を繋ぎ合わせてゆく結節的営為を期待しでもよいと思う。
(113｝強迫的豊かさの領域、未発病巣、社会問題
社会問題は異型化したといわれる。かかる社会問題は人々が協働感覚を惜し
みなく発揮することを避けるために惹起する。かかる希薄な協働感覚は人々が
抱く虚飾と難渋の重合体という日常のダフやルパインド、捻れ圧力の犠牲として
惹起する。 社会問題の加害者や被害者、専門家や素人の区別なく、人々は低劣
な社会的存在条件に哨いでいる。かかる存在条件はB型の領域、強迫的豊かさ
の領域において殊に強い（図7）。したがって、かかる領域が中心となって、
虚飾と難渋の重合体という未発病巣を多くの人々の胸のうちに作り、協働感覚
を浸蝕し、社会問題を発火直前の恒常状態に放置する。以上の解き明かしは仮
定であるが、しかし検討すべき価値があると思う。
ちなみに 「ヲ｜き篭もり」を取り上げて、この解き明かし方を少し詳しく示そ
う。 B型の特徴は過剰社会化にあると思う。 「ヲ｜き龍もりJは過剰社会化の一
種と見倣しうる。過剰社会化は厳格な役割人間の誕生を伴う。ただし、社会化
は雑駁にいえば、子供の族のことであるが、その過剰さは社会化自体が成功す
るための基盤の養成よりも一定の人間類型への鋳型化を急務とするので、直接
的効果のみを追いやすい。そこで一見早い段階で効果が上がるようであるけれ
ども、早晩、その効果は枯れて、中途な反動形成に到るものだ。社会化の広く
厚い基盤は社会化自体を自身が見詰め直す機会を生み、自己有効性感覚、自己
完結性感覚（何でもよいから一つくらいは自身で始めから終わりまでやりえた
という楽しい記憶）を豊かにし、失敗続きでも苦難に耐える機知と養分を蓄え
るものだと思う。
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『却さへの強迫額損Jtある
現実。住居形態＼ 理想。『人生基盤［c2］』を
古ど／ 破防る住居形態
（図 7) 社会移動r.:artる現実t理想。住居眠盛
大半＠入荷E人抑制Lを誘発する、『却さへの蜘鰍』での長期潜在を
削るk崎、c2から［c2］への容易S移動を希求する、社会構想E基づ〈。
そして実際、 B型中下層という杜会的存在条件のもとでの社会化は、そこに
参加する人々が少なくて代わり映えしない点で内閉的、目標を手短で格好のよ
さそうなものに絞ってしまう点で硬直的、もともと時間を節約せざるをえない
傾向があるので粗雑、といえる。とくに、内問的であることは外からは同感で
きないような深刻な事象を惹起する。内閉的な世界では異常なまでもの事柄の
細分化が進行し重度の感覚疲労が日常化するようだ。幼少からの成果主義的教
育は丁寧に進められて成功したとしても、外形の重視に終始することから逃れ
られないだろう。 B型の分布が大きいとすれば、殆ど日本中がそう見えても可
笑しくない。
(114）協働社会の改編プログラムとトライアル
さてB型と対照的なC型からは、如何なる逆の特性を読み取れるか。ここで
(N4）も参照せよ。 C型領域は堅実な生活のなかに自立基盤が整備されていて、
それは、所謂敗者復活戦、人生模様の再定位を許し、民主主義の基礎ともなり
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うる。そして根本的な協働感覚を養成し、異世間を理解し、強迫的豊かさに停
留する人々への支援の機会を用意する。もっといえば、社会問題の氷解、協働
社会への改編のための社会的余剰である。 （反面についてはここでは語らな
い。図9に4型の各々に両義的な社会概念が配列されている。）
そこでC型は情熱市民を輩出しやすい、と仮定してみよう。情熱市民は、神
聖なボランティア精神で世俗的な計画を立て、多角的に活動を遂行する傾向が
見られる。この地点から、ちょっとだ、け変わって、しかし底から変わって生き
ることへの挑戦まではそれほど遠くない。人生の小実験、それが肝心なのだ。
押しつけず、ちょっぴりだけベターライフを主体的に実践する。それと協働社
会へ向かうトライアルの遂行とは近いのではないか。
実際にも輩出しているC型中層の情熱市民が学生とともに少し纏った数で、
余り遠くではない地方都市に移住（地方化）して、情熱市民は都郡混合生活
を、学生は地方大学での下宿生活を同じ頃に始めたとしよう。それはあたかも
社会の手作りだ。地元にも若干いる情熱市民が焚き付けられて、あちこちで人
集めをし、色んな世間の結節化が促される。そうすれば、 C型中層の情熱市民
は起動型であり、地元もC型中層かもしれないが、むしろ結節型といえる。か
くして、一緒に起業と期間シェアリング（通年の仕事はそこではない）の輪を
作り広げてゆく。その輸は2キャップ、二足草鮭者、万べんり屋という複職者
たちからなって、かかる複職は兼職と違い、専門の知何が直ちには尊重されな
いという「クラス・シェアリング」を意味する。ここからさらに、都会とも連
携しつつ地域総合トライアルが企図されるかもしれない。
しかしすでにお分りのように、かかる企図は地方化によって、自分たちの2
大ローンの早期解消に通じているだろっ。情熱市民の神聖でかつ世俗的な営為
の可能性は時代現況の両義性を背景にすれば、十分な価値をもち、個々人の主
体化的なミクロ反転に連なるだろう。もっとも、地域総合トライアルは人生模
様の構築実験であり、それ自体に価値があるのだ。もとより公共計画ではな
い。したがって、かかる実験の数々が、たとえば地方化都市改造プログラムな
どの理論に導かれて束ねられ、修正されもして、全国的評価の対象となり、ゆ
くゆくは政策転換で全国普及化、というのは望むところでないだろう。にもか
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（図8) く凶的分華社会組制輔齢トライ71,)
かわらずもしそうなれば、 2大ローンが早期解消化の兆しを見せ、自分たちが
軽快になるだけでなく、 B型に停留し責任を煩くいわれ続ける人々もいなくな
るだろう。
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[ IV］社会構造と権力構造
(IV1）社会階層と人生模様
いままで、社会階層と人生模様との照応を暫定的にではあるが、個々人の人
生模様の社会的存在条件からの開放のために積極的に認めてもきた。ここで具
体的に例示しよう。存在条件は社会階層上の位置と等位であり、それはまた住
居形態と見倣されてきたので、人生模様の主要な場面に登場するだろう両義的
な社会概念が住居形態の4型の各々に付与される（図9）。
肩書（多）
匝画
B高度：自信・自陣
A 厘同 、????????????、?
?
?
、?
A気持：削・錫 C揮求：E実・野心
く弾力的〉
一一一一一一一一般ω
（図9} 社会Ht人生IC生活世界｝
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すなわち、人生のテーマに関して、 A型は気持ちを重視し、それは静穏と多
感を両極として揺れる、といった照応関係の存在を、自省作用の始まる以前の
段階において設定しておくのである。同様にして、 B型は高度、 C型は探求、
D型は世界、を人生模様の核心として重視する、とみる。振幅の両端について
は、 B型は自信と自障 （存在条件による強い内閉化のために生まれる過重な自
己に自由が拘束される）、C型は堅実と野心、 D型は戦略と高慢、である。対
自的なメリットとデメリット、対他的なメリットとデメリット。
図9には、 一定の階層に位置し、そこに特徴的な社会概念に親しむだろう人
が10名、散在して人間関係を築いている小さな模擬社会の様子が示されてい
る。これがもし日常的によく反復される状況ならば、概念、役割、地位、に関
する定番のひとつの組合せが一平面に同時に、謂わば圧縮されて記述されてい
ることになる。しかしそれでいて、偶発性を字んだ創発の縁にある状況かもし
れない。すなわち、 B型のひとりが中心のようであるがそれは、彼が存在条件
ゆえに内閉的なため神経過敏のままエネルギィを蓄積し続けているときに、別
の型の人々から社会参加の積極的な誘いを受けて、自己の存在条件への自省機
会が生まれつつある前創発化状況、とも読めるだろう。
(IV2）三層構制の社会構造
じつは上記の概念 （意識内容） ・役割（人間関係）・地位 （社会階層）の定
番的な圧縮平面が社会構造についての一包括的で索出的であるけれど端的な一
表記なのである。従来社会構造では人々は代置可能な存在でしかない。ここで
はそれを伸長して三層構制の社会構造を表記する （図10）。そうすれば、三層
構制によって社会構造の表記は、概念・役割・地位の組合せの自由度が飛躍的
に増え、さらにそのことで、社会構造の変化を中核とした社会の再生産と再創
造との橋渡し、両院みでの分析が可能になる。人々も半固有の存在を付与され
るのである。つまり担体＝主体である。
図10は混雑した印象を避けるため、各々の層内での要素を絞り相互のヨコ連
闘を無視か最少かにして、層間どうしのタテ連関も錯綜しないようにし、単純
な仮想モデルに抑えたものである。しかし、とくに役割関係が単純で分離、散
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① 
主体。舗内容
：社会総セヲ
ト（制集団
を鈎）
② 
主何人目困惑
：鯛tヲト
一一一一－HO>
（図10) 社会構造（三.，，器開始成：主韓10人OJHモf））の糊
社会構造t相対的同書簡S人目関係をも3対有力者E注目する場合。糊tit権力構造ぬる。
在しているか、あるいは複雑で如何なる重合パターンを示しているか、そこに
着眼できるようなモデルが好ましい。また、インフォーマルでも継続的関係な
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らば含めてよいのであるが、それだけでなく、臨時の継続関係や遭遇関係も分
析目的に応じて随時挿入すべきである。概念平面においてもひとつのエピソー
ドの発生が効力をもつかどうかは、挿入すれば直感に終始することなく詳細に
検討できる。
(IV3）社会構造、権力構造、協働社会
それでは、協働社会の改編を巡る社会環境の記述で少し踏み込んでみよう。
再び社会構造を一平面に凝縮して鳥敵したい（図11）。すでに述べたように、
社会構造の三層構制においては概念・役割・地位の組合せの自由度が大きいの
で、地位（社会階層）を中心にして要約し、その結果を示す。役割（人間関
係）が社会階層を跨がないか跨ぐかに着眼すると、近年の傾向である分極型の
社会階層から二層型と媒介型の社会構造が整理できる。このとき概念（意識内
容）は担体＝主体にそのまま照応させているので、概念もまた跨がなかったり
跨いだりの順序である。ここでさらに、概念の連関、分散状況を複雑に操作す
れば、今日的な所謂世論の思想状況の展開が少しは予想できただろう。思想状
況の難解な分析に役割関係や社会階層を無視する官険をやってしまってはいな
いからである。
同じく、役割が中心へ集中的に連関するか脱中心で平均的に連関するかに着
眼すると、嘗ての、そして今後ありうるかもしれない傾向としての融合型の社
会階層から吸収型と連携型の社会構造が整理できる。社会概念について、 前者
はD型 （世界）ないしB型（高度）が社会的雰囲気を先鋭に支配するだろう。
後者はそうでなく綾慢な全体合成となるだろう。 理想的なのはこの連携型社会
構造である（図12）。しかしその隣り合わせに吸収型社会構造がファシズムの
温床を用意しているのである。そうすると連携型社会構造自体も知らないうち
に危険となる可能性が高いといわざるをえない。
なお、媒介型と連携型の社会構造は似ている。両者はともに概念の全域的な
離反でなく合成が強いけれども後者のほうがより一層であって、そのことは全
体社会における、人生の主題以外の社会的雰囲気の共有も予想される。しかし
目を転じて社会階層の基盤の大差に考慮すべきである。中間で繋いでいる階層
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H型社会構造｛咋腿権力構造｝
争＝：社会盤調。強，，’ン’
｛全部で12本、6柿ら1本で駐大｝
（割拠地，，ょうS髄脱締V)
餓型社会構造（帥社舎の接心）
争＝：社会量削強，，リン9
（全部で12本、3枇2杭電動）
（図lI) 社会構造・権力構造附舵帥社会。恥tl,'(O)餓型社会構造
の人々が何時までその立場を保持できるか、に掛かっているのである。歴史は
上昇化的吸収が多かったのではないか。
さて社会構造と権力構造の連接性は、媒介型社会構造が対決型権力構造に、
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経費（少）
（図12)く連携型社会構造〉
1日夕うh効果ti,て＠連携型社会構造。出現
理理的脱会総・人目関係・社会階層働組合世
吸収型社会構造が中周型権力構造に親和しやすい、といっておきたい。権力構
造における独自性を勘案しでも、二型の連接性は指摘できょう。もちろん権力
構造への社会構造からの上記の基礎付けは、またその逆もありうるのだが、三
層構制の社会構造を見ているかぎり、むしろ相互の連闘を掘り下げて分析でき
そうであり、そうすれば基礎付けと．いう分析概念は触媒であることが明白とな
るだろう。
(IV4）社会改編プログラムの両義的効果
改編という用語は対象に対する理論と実践の両方を含みつつ、それらを意図
で貫いている。そこで改編の両義性の精査のために、意図 （予期）せざる結
果、と呼んでいた著名な分析概念が利用できる。いま、意図という言葉から構
想、や設計という社会的な広がりと深さを引き出しそれを術語化し、それから機
能分析における順機能、逆機能という用語も参照した。その結果、プログラム
の効果のJl買、逆分析という主題を設定することにした。
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協働社会を目指す改編プログラムが実行段階での失敗を身材呈にいれておくの
は当然である。現実のための理論であっても理論は現実を汲み取れてはいな
い、現実は理論を超えている （人生は小説よりも奇なり）から、考えるだけ考
えたら、後は実行しながら考える、というのだろう。しかし実際はプログラム
効果の否定的側面に対しては感覚は鈍くなるものだ。そこでよく、意図しない
部分にも配慮する、という立場を述べ、気を効かしたつもりになりがちだ。し
かし、意図しない所に視界も精確には照準されていないだろうし、現実に何が
起こっているか、現実に沿うようには気づく筈もない。
したがって、気を振る舞うだけでは全く駄目であって、相当に積極策を講じ
なければ無理で、ある。失敗学といわれ現場が強調されるが、要するに、現場を
見るときの視界が集中と拡散が容易なほど弾力性をもつかどうか、である。無
理遣りにでも視界の操作をしたいものである。そこで、後述（V2）の概念ネット
ワーク分析を応用した別様視界の探索のための技法が役立つ。
ここでは図4、9、6を参照してもらいたい。社会状況や社会概念について
対照項目を対置させ、また社会階層の変容について別コースも想定している。
よかれと思ってやったプログラムで事態が以前より悪化したり、中途半端に間
違ったプログラムのため、幸運にもよい結果が出たり、と色々と想像はでき
る。この点の展開は割愛する。
[VJ社会技法の活用
(V1）世間の連携技法
この技法は、異なる世間どうしを繋ぎ合わせてゆく活動であり、所謂ネット
ワーキングのことである。多様な情報の獲得と戦略的な情報へ練り上げてゆく
ための人脈構制を目指し、社会的ネットワーク分析を応用する。距離や密度か
ら連結へ分析概念を転換するものである。パートナーたちと自己とが関与する
多くの集合を勘案し、集合の穴 （STRUC町 RALHOLES）の近くを避けつつ、
それらの集合の全体への自分たちの食い込み （EMBEDDEDNESS）具合を精査
する。そのとき集合全体の重心を探索する必要もあり、各メンバーからの二次
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ステップに配慮することが欠かせない。協働社会の改編のための起動と結節の
営為は正にこの技法に依拠して進められるべきである。
(V2）視界の開放技法
この技法は、自己の存在条件から少しずつ、幾らかでも超脱してゆき、限界
視界の獲得に挑戦するためのものである。 （新旧の視界どうしの部分重複が視
界自体の変化を確認する手立てなので大きな飛淘は存立しえない。それゆえ
に、かかる超脱は少しずつでしか実際は不可能だ、。 ）たとえば教育に関する社
会問題への考察や対応についての自己のテクスト、あるいは立場の異なる複数
の人々の趣意書を材料とレて別様のテキストへと転換する作業を概念ネット
ワーク分析の応用によって進めるのである。資料の自由な解釈行為、包括的な
フレームへの改編を目指す。またこの使用によって、意図せざる結果に敏感に
なるため、協働社会への改編のリアルな効果の追究に役立つだろう。
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